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被災地では余震が続いていたり、道路が寸断・規制されている地域があるなど、状況が常に変動しています。
現状を知らずに行動すると、かえって災害復旧作業の妨げになることもあります。

まずは、被災地の現況をしっかりと把握・理解することが支援の第一歩です。

●能登半島（石川県）は、
・奥能登（輪島市、珠洲市、穴水町、能登町）
・中能登（七尾市、羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町）
・石川中央（金沢市、かほく市、白山市、野々市市、津幡町、内灘町）
・南加賀（小松市、加賀市、能美市、川北町）
の４地域（11市８町）の分かれています。
今回の地震においても、その被害状況は地域に
よって、被害の状況は大きく違い、道路やライフ
ラインの復旧状況もさまざまです。

●石川県のホームページで各種情報が確認できます。

●他にも、各種新聞電子版などでも、日々の状況を知
ることができます。

被災地への
個別の問い合わせは
控えましょう！

行動の前にはまずは情報収集



被災地の状況（令和６年４月８日現在）



石川県の災害ボランティア（令和６年４月９日現在）





最新の状況

全社協 被災地支援・災害ボランティア情報 (saigaivc.com)

全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）

社会福祉法人 石川県社会福祉協議会 (isk-shakyo.or.jp)

社会福祉法人 富山県社会福祉協議会 (toyama-shakyo.or.jp)

災害ボランティア

https://www.saigaivc.com/
https://jvoad.jp/
https://isk-shakyo.or.jp/
https://www.toyama-shakyo.or.jp/


・被災地では現在でも余震が断続的に続き、奥能登地方では、道路・ライフラインの復旧もままならず、ボランティアが活動す
る上での最低限の安全面（道路状況・衛生環境の改善等）の担保もできていない現状です。
・その他の地域でも災害ボランティアセンターが開設され活動がされていても、一般ボランティア募集については県内等に限
定されています。
・活動できる機会までに事前準備を整えておきましょう。

現地に負担をかけない事前準備を

1.ボランティア活動には事前登録が必要です

2.事前登録には、ボランティア保険の加入が必要です

3.事前に被災地でのボランティア活動に必要な心得を理解しておきましょう



・石川県では、県が一括して事前登録を行っています。富山県は各災害ボランティア
センターによる事前登録となります。
・現時点では、県外からの一般ボランティアの受け入れを行っていないセンターがほ
とんどです。
・「事前登録＝活動依頼」ではありません。
・今後、多くのボランティアの方々による長期的な支援は必ず必要となりますので、ボ
ランティア受入準備が整うのを待ちましょう

出発前に災害ボランティアセンターに“事前登録”しましょう

ホーム - 令和6年(2024年)能登半島地震・石川県災害ボランティア情報特設サイト 
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/saigai/notojishin0101.html

https://prefvc-ishikawa.jimdofree.com/


「ボランティア活動保険」の加入手続きは名張市社会福祉協議会までお越しください。

出発前に“ボランティア活動保険”に加入ましょう

災害ボランティア活動には、

「ボランティア活動保険」への加入が必須です。

詳しくはボランティア活動保険 (fukushihoken.co.jp)

●加入していただくプランは、
「天災・地震補償プラン」となります。

●補償期間
令和5年4月1日午前0時から令和6年3月31日午後12時
までとなります。

※令和6年4月1日午前0時からの補償については、再度
加入していただくことになります。

https://www.fukushihoken.co.jp/fukushi/front/council/volunteer_activities.html


災害ボランティア活動に参加されるに当たって、知っておいていただきたい情報がこちらにまとまっていますので、
ぜひご確認ください。

・被災地を応援したい方へ 災害ボランティア活動の始め方（政府広報オンライン）
・災害ボランティア活動心得（全社協 被災地支援・災害ボランティア情報）
・サイボウズ災害支援オリエンテーション動画

https://prefvc-ishikawa.jimdofree.com/

ホーム - 令和6年(2024年)能登半島地震・石川県災害ボランティア情報特設サイト 
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/saigai/notojishin0101.html

出発前に“災害ボランティアの基本”を理解しておきましょう

元の生活を取り戻したい被災者をサポートするのがボランティアです。「被災者への心配り」を忘れず、自分の経験に

よる判断を押し付けず、被災者の気持ちや立場に配慮し、被災者中心の支援を心がけましょう。

https://prefvc-ishikawa.jimdofree.com/


出発前に“持ち物の準備”を整えておきましょう

災害の種類や活動時期によって活動時に必要な服装が違います。状況に合わせて服装・持ち物を準備しましょう

自分のことは自分でやる。「事前に」必要な備えをして『自己完結』で被災地に入りましょう
物資の少ない現地での調達はできないことが多く、できたとしても被災地の方に迷惑がかかることがあります



支援物資
●石川県ホームページより ●珠洲市社会福祉協議会facebookより

珠洲市社協だけでなく、七尾市などでもこの仕組みを活用
しています。
物資の持ち込みや送り付けではない方法での支援もあり
ますので、各種情報をご確認ください。



被災自治体や多くの支援団体、ウェブサイトで寄付や
義援金を募っています。

一方で、寄付金や個人情報を騙し取ろうと
するような詐欺サイト・偽サイトもあるようです。
正規のウェブサイトであるかや団体の活動内容などを
十分確認したうえで寄付を行うようにしてください。

被災地支援を支える

ボランティア活動を支援する支援金

被災者の生活再建を支える義援金

寄附という形の支援もあります

三重県社会福祉協議会ホームページ （https://www.miewel-1.com/）
「緊急災害情報」の中で、「令和6年能登半島地震に関する義援金・支援金について」で、主な寄付先がまとめられています。

https://www.miewel-1.com/


石川県への災害義援金（ホームページより） https://www.pref.ishikawa.lg.jp/index.html



富山県への災害義援金（ホームページより）

https://www.pref.toyama.jp















情報発信
●ホームページでの情報発信

●総合福祉センターふれあい 1F掲示板での情報提供

●その他、社協広報誌「ほほえみ」等での情報発信



寄附の募集

発災直後から、市民の皆さまから多くの義援金が寄せられています。

寄付金箱の設置

社協窓口での受付

寄付金箱の貸出

●「義援金」だけでなく、「支援金」の募集も行っていきます。

・名張市社協窓口

・名張市役所

・福祉まちづくりセンター

・イベントや街頭募金等で活用

してください

・寄付金控除の対象となります

・領収証が必要な方は社協窓口

までご持参ください

・平日：8:30～17:15



被災地への職員派遣（3つのルートで被災地へ）

●社協機能の復旧支援

●災害ボランティアセンター
運営支援

社協ブロック派遣
（三重県社会福祉協議会）

全社協・東海北陸ブロック社協

●三重県社協は輪島市を担当

東海北陸ブロックは被害の甚大な奥能登地方を担当

・輪島市：三重県社協、福井県社協

・珠洲市社協：岐阜県社協、愛知県社協

・能登町社協：名古屋市社協

・その他の地域は全社協が調整

●避難所における福祉ニーズ対応

DWAT
（三重県災害派遣福祉チーム）

災害福祉支援ネットワーク中央センター
（全社協）

●三重県DWATは

・金沢市内の1.5次避難所への派遣が検討されています

・派遣の時期は現在調整中です

●社会福祉施設等に対する
介護職員等の派遣

社会福祉施設等に対する
介護職員等の派遣

「高齢者、障害者等の要配慮者への緊急的対
応及び惻隠の応援確保について」

R6.1.4厚労省・子ども家庭庁

被災地の社会福祉施設にも甚大な被害が発生し、職員

も出勤できない中、地域の要援護者の受入れなども行

われており、社会福祉施設間での職員派遣を調整中

●各ルートに、地域福祉係職員、介護支援課職員（看護師、介護員）の派遣について調整しています
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